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半
田
市
が
目
指
す
観
光

振
興問

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業

が
中
止
と
な
る
状
況
の

中
、
半
田
市
の
良
さ
を
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
か
。

答
半
田
市
P
R
大
使
の
平

野
泰
新
さ
ん
出
演
の
、

す
し
や
知
多
牛
の
P
R
動
画

を
作
成
、
配
信
、
半
田
運
河

に
つ
い
て
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

広
報
誌
を
作
成
、
配
布
す
る

な
ど
、
半
田
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
P
R
し
て
い
ま
す
。

問
半
田
市
の
観
光
資
源
と　
　

し
て
い
る
「
山
車
、
蔵
、

南
吉
、
赤
レ
ン
ガ
」
を
テ
ー

マ
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
毎
年
作

成
、
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

半
田
市
の
P
R
ツ
ー
ル
と
し

て
、
さ
ら
な
る
着
用
の
推
奨
、

着
用
色
の
増
加
、
市
民
へ
の

デ
ザ
イ
ン
募
集
な
ど
、
提
案

に
対
す
る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
観
光
振

興
の
重
要
な
ツ
ー
ル
な

の
で
、
着
用
を
推
奨
し
ま
す
。

色
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
、

デ
ザ
イ
ン
を
市
民
募
集
す
る

こ
と
も
取
組
み
ま
す
。

問
子
ど
も
た
ち
を
観
光
振

興
の
担
い
手
と
し
て
育

み
、「
は
ん
だ
山
車
ま
つ
り
」

な
ど
、
半
田
市
の
様
々
な
事

業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
担
い
手
と
し
て
育
む
こ

と
は
、
半
田
市
の
歴
史

と
文
化
の
継
承
を
図
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り

と
て
も
重
要
で
す
。
半
田
を

も
っ
と
好
き
に
な
り
、
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

学
ぶ
機
会
と
共
に
、
事
業
に

関
わ
る
機
会
も
創
出
し
ま
す
。

問
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
外
国
人
観
光
客

の
誘
客
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
外
国
人
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
日
本
文

化
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅
力

発
信
力
の
あ
る
方
、
例
え

ば
、
質
問
で
紹
介
さ
れ
た

「
２
０
２
１ M

iss SAKE 
JAPAN

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
松
崎
未
侑
さ
ん
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、世
界
に
向
け

て
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
半
田
市
の
観
光
振
興
は
、

行
政
、
企
業
、
市
民
活

動
な
ど
、
多
様
な
主
体
の
協

働
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

発
展
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

答
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
、
庁
内
各
部
署
と
の

連
携
も
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

若
い
世
代
も
参
加
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

活
用
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
等
を
活
か
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」

問
市
内
に
は
、
指
定
文
化

財
と
登
録
文
化
財
が
何

件
あ
り
ま
す
か
。

答
６
月
１
日
現
在
で
国
指

定
文
化
財
11
件
、
県
指

定
文
化
財
５
件
、
市
指
定
文

化
財
49
件
の
計
65
件
の
指
定

文
化
財
と
、
３
件
の
国
登
録

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

問
博
物
館
と
し
て
現
在
、

文
化
財
の
候
補
に
な
る

よ
う
な
物
件
を
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

答
半
田
市
誌
（
文
化
財

編
）
に
、
文
化
的
な
価

値
が
認
め
ら
れ
る
物
件
の
主

な
例
が
、
指
定
・
未
指
定
に

か
か
わ
ら
ず
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
基
づ

く
把
握
や
、
文
化
財
専
門
委

員
か
ら
の
紹
介
、
所
有
者
か

ら
の
相
談
な
ど
で
候
補
物
件

を
把
握
し
て
い
ま
す
。
ま
た

現
在
、
相
談
を
受
け
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
公
表
で
き
ま

せ
ん
が
、
数
人
の
所
有
者
か

ら
文
化
財
と
し
て
利
活
用
し

て
い
き
た
い
と
の
話
が
あ
り

ま
す
。

問
半
田
市
に
は
文
化
財
に

関
す
る
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

答
文
化
財
の
保
存
・
活
用　
　

に
限
定
し
た
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「
半
田
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
の
中
に

醸
造
・
山
車
な
ど
の
半
田
市

を
特
色
づ
け
る
文
化
や
文
化

財
の
保
存
・
伝
承
を
位
置
付

け
担
い
手
確
保
の
支
援
や
、

郷
土
の
誇
り
と
愛
着
、
文
化

や
文
化
財
へ
の
保
護
意
識
や

当
事
者
意
識
を
育
む
た
め
の

体
験
型
の
展
示
や
講
座
の
開

催
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
に
策
定

予
定
の
、
文
化
振
興
計
画
や

博
物
館
展
示
整
備
基
本
方
針

に
お
い
て
も
、
文
化
財
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
記
載

し
、
市
民
が
文
化
や
文
化
財

に
親
し
め
る
機
会
を
提
供
し

て
い
く
方
針
で
す
。

問
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
を
策
定
し
て
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
現
時
点
で
は
地
域
計
画

を
直
ち
に
策
定
し
、「
ま

ち
づ
く
り
」に
活
用
し
て
い

く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
、「
半
田
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
」や
、今
年
度
策

定
す
る「
文
化
振
興
計
画
」や
、

「
博
物
館
展
示
整
備
基
本
計

画
」を
具
現
化
し
て
い
く
中

で
半
田
市
の
よ
り
良
い
将
来

の
た
め
に
、市
民
全
体
で
文

化
財
の
保
存・活
用
を
図
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

新
半
田
病
院
の
民
営
化

と
北
部
地
域
か
ら
の
救

急
搬
送

問
暫
定
的
な
救
急
搬
送
道

路
の
進
捗
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答
昨
年
度
、
名
鉄
高
架
下

の
詳
細
調
査
等
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
阿
久

比
町
等
と
の
協
議
を
重
ね
、

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

問
島
田
橋
の
耐
震
対
策
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答
島
田
橋
は
、
耐
震
基
準　
　

を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
管
理
者
の
阿
久
比
町
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
暫

定
道
路
は
、
島
田
橋
の
耐
震

対
策
が
必
須
で
す
。
今
後
、

早
急
に
ト
ッ
プ
同
士
の
協
議

の
場
を
設
け
調
整
を
図
り
ま

す
。問

開
院
ま
で
に
暫
定
的
な

救
急
搬
送
道
路
の
整
備

は
出
来
ま
す
か
。

答
暫
定
道
路
は
、
市
民
の　
　

命
を
守
る
重
要
な
救
急

搬
送
道
路
で
す
。
令
和
７
年

春
の
開
院
ま
で
に
完
成
さ
せ

る
べ
く
全
力
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
民
営
化
を
目
指
し
ま
す

か
。

答
当
面
は
、
常
滑
市
と
地

方
独
立
行
政
法
人
化
に

よ
る
病
院
運
営
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
を
優
先
し
、
そ
の

後
、
民
営
化
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
半
田
駅
の
旧
跨
線

橋
の
今
後

問
保
存
を
予
定
し
て
い
る

の
は
旧
跨
線
橋
の
ど
の

部
分
で
す
か
。

答
跨
線
橋
本
体
部
分
と
現

在
の
ホ
ー
ム
で
使
用
さ

れ
て
い
る
石
積
み
等
で
す
。

問
今
後
、
学
び
と
体
験
が

出
来
る
保
存
方
法
を
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
た
く
さ
ん
の
方
々
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
学
び
や
体
験
の
仕
組

み
づ
く
り
や
仕
掛
け
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
す
。

問
半
田
市
の
象
徴
で
あ
る

山
車
、
蔵
、
南
吉
、
赤

レ
ン
ガ
に
、
新
た
に
鉄
道
遺

産
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
武
豊
線
の
鉄
道
遺
産
は

歴
史
産
業
遺
産
と
し
て

は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
本

市
を
特
徴
づ
け
る
地
域
資
源

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
市
内
外
の

認
知
度
は
、
現
状
と
し
て
山

車
、
蔵
、
南
吉
、
赤
レ
ン
ガ

に
匹
敵
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
と

も
考
え
ま
す
。
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伊藤正興

創造みらい半田
沢田　清

チャレンジはんだ
水野尚美


